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１.概要 

 折り紙を用いて円周率を折る方法につい

て 2通り述べていく。 

 

２.研究目的 

 以前の研究で√2～√8を折り紙で折る研

究を行っており，他の無理数も折ることが

可能なのではないかと考え、円周率𝜋を折

ろうと考えた。 

 

３.研究内容 

 折り紙上で円周率の長さを表すために，

円周率を式で表し，𝑛の式で表し，円周率

の近似値を求める。 

 また，式の導出には，直径１の円に内接

する正多角形の周の長さを用いた方法と，

同様の円に対して外接する正多角形の周の

長さを用いた方法の二つを使用した。 

 

３-１.円に内接している正多角形の周の長

さを用いた場合の式の導出 

  

定理 1 

直径 1の円において，その円に内接する正
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定理１の証明） 

図 1の△ABCに余弦定理を用いると， 
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図 1 
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以上より， 
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が成り立つ。           ■ 

 

３-２.円に外接している正多角形の周の長

さを用いた場合の式の導出 

 

定理 2 

直径 1の円において，その円に外接する正

𝑛角形の周の長さを𝐿とすると, 
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が成立する。 

定理 2の証明） 

図 2の△ABC について， 
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が成立する。■ 

 

３-３.折り紙でのそれぞれの式の表し方 

 前述にて導出した式を折り紙で表す。 

その際での折る上の条件は以下の４つと

する 

A)  𝑁 に 2௡ を代入する 

B) 折り紙公理で示されている操作で

ある 

C) コンパス，分度器等の道具を使用し

ない 

D) 折り紙の一辺を４とする 

 

A の条件において𝑁 に代入する値として 

2௡に限定するのは，どちらの式においても

角度を𝑁等分することになり，その際折り

紙を用いた角の2௡は操作が行いやすいため

である。 

 

 

 

 

３－１にて導出した式の折り図 

(𝑁 = 2ଷ = 8) 
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この時𝑁の値を大きくしていくほど𝜋に近

づく。 
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３－２にて導出した式の折り図 

(𝑁 = 2ଷ = 8) 
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のため 

②の線分の長さは 
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となる。 

この時𝑁の値を大きくしていくほど𝜋に近

づく。 

 

４.考察 

今回は円周率の近似値を折ることが出来

た。しかし， √2～√8のように正確な値を

折ることはできなかった。これについて

は、πが超越数であることが関係している

と考えられる。 

 

 

５.今後の展望 

今後は他の無理数（ネイピア数，対数

等）の折り方を考えていきたい。 

また、超越数とそれ以外の数について折

り紙で折ることにより生じる違いを考えて

いきたい。 
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